
平成30年度 WAM助成シンポジウム
「多様な連携のカタチ」

子どもの貧困問題解決のための
支援団体間ネットワークの構築

おかげさまで
10周年
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プロフィール

千葉大学工学部卒
2009年特定非営利活動法人キッズドアを設立

内閣府子どもの貧困対策有識者会議構成員

内閣府子どもの未来応援国民運動発起人

厚生労働省生活困窮者自立支援

及び生活保護部会委員

全国子どもの貧困・教育支援団体協議会副幹事

専修大学非常勤講師

著書

「子どもの貧困 未来へつなぐためにできること」

（水曜社）
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1/7
子どもの7人に1人が貧困

50.8％
ひとり親家庭の子どもの
2人に1人は貧困です

日本の子どもの相対的貧困率は、先進国の中で上位
日本にも満足にご飯が食べられない子どもはいます。

保護者1人＋子ども1人
年間177万円未満で暮らす生活

OECD加盟34カ国中9番目

ひとり親家庭の貧困率は、
OECD加盟34カ国中1番

Vision

すべての子どもが夢や希望を持てる社会の実現
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事業数 学習会拠点数 登録生徒数 登録ボランティア数

３３事業 ６２か所 ２０６４名 １０８５名

南三陸

仙台

東京

ひとり親や生活困窮家庭の子どものための無料学習支援を2009年より実施
学習支援をスタートしたのも 福祉医療機構のWAM助成でした

高校内補習塾
志翔学舎 東京都

高校進学 221名（進学率100％） 大学受験 17名

2017年度キッズドア無料学習会・居場所運営実績
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社会の子どもの貧困や教育格差に対する認知が高まり、
日本全国で無料学習会に多くの団体が取組むように
なったが・・・

学習支援の活動で感じた２つの課題

地方では、子どもの貧困や教育支援に関する情
報が少ない。良い学習会ができない。

無料学習会だけでは、子どもの貧困は解決でき
ない。（収入、奨学金、食etc)

１団体では解決不可能→連携へ
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子どもの貧困問題の解決に

向けた支援者団体間の２軸で

ネットワーク構築
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日本全国の学習支援を
行なっている団体

子どもの貧困解決に向けて
違う領域で活動している団体

＜助成事業＞
子どもの貧困解決支援者団体
連絡会議

キッズドア
学習支援

＜助成事業＞
東日本大震災被災地での子ども支援を行う団体のネットワーク会議
「Kids｀Day Japan」 子どもの貧困・被災地の子ども支援シンポジウム開催
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学習支援だけでは
子どもの貧困は解決しない

キッズドアだけでは
日本全国をカバーできない



子どもの貧困解決支援者団体連絡会議

活動フィールドの違う団体が連携

連携１

NPO法人フローレンス（病児保育）
NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ（ひとり親家庭支援）

NPO法人キッズドア（学習支援）

児童扶養手当の複数子加算の額が少なすぎる
2人、3人の子どもを育てるシングルマザーは苦しすぎる

児童扶養手当の増額を求めるプロジェクトを実施
（ネット署名38908筆、記者会見 etc)

キャンペーン成功

児童扶養手当の複数子加算増額！
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全国子どもの貧困イニシアチブ

わたしたちは政策提言を通して、こどもの貧困解決を目指します。

幹事：フローレンス、しんぐるまざあず・ふぉーらむ、キッズドア、もやい

連携１

2016年 給付型奨学金の創設キャンペーン 成功

連携の発展→新しいつながりへ

・こども宅食
（文京区・フローレンス・RCF・キッズドア・JFRA・村上財団・ココネット）
・ブラック校則をなくそう！プロジェクト
（荻上チキ、STOPいじめナビ、LGBTアクティビスト 等）
・児童虐待をなくそう！キャンペーン
（フローレンス、PICIES、小児科医、キッズドア 等）
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さらなる発展の例＝こども宅食（コレクティブインパクトの創出）
2017年より低所得子育て家庭に食品を届ける。ふるさと納税で運営資金を獲得
2018年10月からは文京区の600世帯へ配送



日本全国の学習支援を行っている団体

一つ一つの団体は小さいけれど
目的や活動の悩みや同じ

（活動資金の不足、ボランティア不足 etc)

連携2

業界団体が必要

全国子どもの貧困・教育支援団体協議会
設立へ

会員団体：71団体 / 協力団体：2団体（2018年6月）
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連携２

・内閣府子どもの未来応援国民運動や支援したい企業と、全国の団体をつなぐ
（例）タブレットを500台寄付したい、模試の費用を寄付したい
・協議会で助成金を受け取り、研修合宿を実施。ノウハウを共有。
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連携の成功要因

1. 連携は手段。連携する目的を明確に

2. 1年後のGOALイメージを最初から設定
助成金を活用したインパクトの創出を

3. 幹事団体は黒子
連携に参加したメンバーにメリットを提供

copyright©️2018NPOKIDSDOOR


